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1. はじめに 
近年，大学教育における教養教育の重要性が指

摘され，各大学の教養教育の現状の調査や分析が

行われている[1]．大学において教養科目は，専門

科目の土台としてだけでなく，幅広い教養が身に

付くような科目履修を推進する必要があるとされ

ることが多い．しかし，主として 1，2 年生を対象

とする教養科目は専門科目に比べ選択の幅が広く，

学生は膨大な数の科目群から選択しなければなら

ない．また実際は，必修科目等による時間的制約

の中で科目を選択することになる．  

学生が授業を選択する際に，シラバスや体験的

な受講以外にも，授業に関する評判を集めた情報

が用いられることが多い．この様な情報は，単位

をより簡単に取得するために，授業の進め方，評

価基準について集めたものであるが，本来の教養

教育からの目的からは外れている．確かにそのよ

うな情報は，単位を効率良くそろえるといった面

では有益であるが，学生が本当に必要な科目を選

択することを支援するものとはいい難い． 

あるテーマについて学びたいと考えた学生は，

授業計画が記載されたシラバスを参照することに

なる．そのテーマに合った受講科目を膨大な数の

科目から探し出して受講登録しなければならない． 

大学の教養教育は多岐にわたる科目があり，学問

体系の全体像を把握できていない教養課程の学部

学生は，従来のような科目ごとの内容が書かれた

だけのシラバスでは不十分である． 

 そこで本研究は，電子シラバスの可搬性に着目

する．科目ごとの内容が書かれただけのシラバス

でも，そこから各科目の重要な言葉を抽出し，科

目間の関係を計算することにより，学問体系を把

握できるような閲覧性の高いシラバスを実現する

ことを目標とする．科目間の関係や各科目の特徴

を可視化することにより，選択する科目の位置づ

けや，他科目との関連の理解を深めることで，学

生の科目選択を支援する仕組みを提案する． 

2. シラバスを用いた関連研究 
シラバスに関する先行研究として，大学評価・ 

 

 

 

 

 

 

学位授与機構では，シラバスを用いたカリキュラ

ム評価などを目的に，シラバス分析システムの開

発などが行われている[2]．例えば各大学の教育内

容の横断的把握のため，シラバスと履修科目表の

収集したシラバスデータベースシステムの構築[3],

シラバスの文章クラスタリングに基づいたカリキ

ュラム分析システムの構築[4]，などがある．これ

らの研究は主にシラバスを作成する立場もしくは

評価する立場であり，シラバスを利用する立場で

ある学生を支援する視点に立ったものではない． 

一方，学生の視点に立った研究として，類似の

要素技術を用いてカリキュラムの特徴を構造化・

可視化した東京大学における工学教育プロジェク

ト[5]がある．ただし，これらは主に専門教育を対

象としてシラバスの情報の体系化を行い，体系化

された構造に基づく電子シラバスの作成を目指し

ている点で，教養教育を対象にする本研究とは異

なる． 

3. 京都大学の教養科目 
本研究は京都大学教養科目の位置づけにある全

学共通科目を分析対象とする．平成 16 年度の京都

大学の教養科目は以下のように提供されている． 

A 群（人文・社会科学系科目）：482 科目 

B 群（自 然 科 学 系 科 目）：734 科目 

C 群（外 国 語 科 目）：768 科目 

D 群（保 健 体 育 科 目）：171 科目 

さらに，複数の群をまたがる複合的な分野を対

象とした群がある．これらの科目についてはシラ

バスが電子シラバスとしても提供され，以下の項

目が記載されている：科目名，英訳，教員の所属

学部・職名・氏名,群，単位数，開講期，週コマ数，

授業形態，対象回生，曜時限，授業のテーマと目

的，授業計画と内容，成績評価の方法，コメント，

履修要件，教科書，参考書である． 

4. 学生の科目選択支援 
教養科目は専門科目よりも選択の幅が極めて広

い．効果的な科目選択を行うには，学生は科目そ

のものの内容やそこから学べること，科目間の関

連，学問体系について理解しながら科目選択する

ことが望ましい．さらに，必修科目との調整や，

時間割のコマ数の制約もあり，受講したい科目を

絞り込む作業を効果的に行う必要がある． 

4.1. 科目選択支援システムの概要 
本研究では，学びたい科目を探し出しやすくす

る，選択可能な科目を効率的に探索できるように
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することを目的とする．そのために，キーワード

検索だけではなく，科目内容の類似性を用いる． 

科目間の類似性を用いることにより，本来であ

れば検索されにくい科目の検出を可能にし，科目

間の関係を可視化することで，選択しようとして

いる科目や，学生自身が履修した科目について直

感的な理解を得られるようにする．そして，学生

が幅広い科目についての理解を深め，自分の学習

計画を主体的に考えながら時間割を作成するまで

の科目選択を支援する．そのため本研究では，図 1

に示すようなシステムを提供する．例えば，検索

結果の科目が必修科目などのカリキュラム上の制

約によって選択することができないという場合が

ある．そのような場合であってもシステムを利用

することで，改めて科目を探し直すということな

く，空いた時限から類似した科目を検索すること

ができるようになる． 

 
図 1 科目選択支援システム 

4.2. 科目間類似度 
科目間の関連を表示するために科目間類似度を

求める必要がある．シラバスに記述されている項

目で，授業で学べる学問的内容をよく反映してい

ると想定されるのは「科目名」,「授業のテーマと

目的」,「授業計画と内容」であり，以上の項目か

ら名詞を抽出し，この名詞をキーワードと呼ぶ．

キーワードの重みとして，TFIDF の値を用いる．  

科目間類似度はシラバスから抽出したキーワー

ドとその重みからベクトル空間モデルを用いて，

それぞれの科目のベクトルがなす角の余弦値によ

り求める． 

4.3. 科目間の関連表示 
学生が学びたい内容について考える機会をつく

り，科目に対する直感的なより深い理解を得られ

るインタフェースを検討する．そこで，求められ

た科目間類似度の結果を用いて図 2 のように

TouchGraph[6]を用いて科目間の関連を表示する．

表示画面ではある科目を中心に周辺に類似性の高

い科目がリンクして表示され，さらに周辺科目の

類似科目を調べることができる． 

また，科目表示においては，学生が入力した時

間割の空き時限情報や，キーワード検索の結果を

反映させる必要がある．そこで，科目を表示させ

る際に色分けして表示する．色分けによって，キ

ーワードにヒットした科目の中でさらに空き時限

にある科目を見分けることができる． 

 
図 2 科目間の関連表示 

5. おわりに 
本稿では，シラバスデータから科目の特徴を表

すキーワードを抽出し，ベクトル空間法を用いて

科目間の類似度を求めることで学生の授業選択を

支援するシステムを作成することを提案した．ま

た学生によるシステムの評価実験も合わせて行う

予定である． 

シラバスの中には，｢授業のテーマと目的｣，｢授

業計画と内容｣がほとんど書かれていないものもあ

り，このような科目については，文章量が少ない

のでキーワードで科目内容を特徴づけることは困

難である．そのような科目の対策としては，シラ

バスにある別項目の利用や，教員の情報を利用し

て科目間の関連を可視化することが考えられる． 
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